
　
全
厚
労
ニ
ュ
ー
ス
ご
愛
読
者

の
皆
様
「
こ
ん
に
ち
わ
」、
全

厚
労
第
64
回
定
期
大
会
に
お
い

て
中
央
執
行
委
員
長
に
就
任
致

し
ま
し
た
、
三
厚
労
の
畑
中
剛

喜
で
す
。

　
大
会
で
決
議
さ
れ
た
全
厚
労

運
動
方
針
実
現
を
目
指
し
、
各

県
と
の
つ
な
が
り
を
一
層
深
め

活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
私
た
ち
が
働
く
厚
生
連
病
院

は
、
農
協
改
革
の
影
響
を
受
け

財
務
状
況
に
対
す
る
指
摘
が
厳

し
さ
を
増
す
中
、
農
水
省
固
定

比
率
・
特
例
年
金
制
度
負
担
金

の
問
題
も
あ
り
、
各
県
の
経
営

は
厳
し
い
状
況
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
倍
政
権
が
推
し
進

め
る
社
会
保
障
制
度
改
悪
は
、

２
０
１
８
年
の
医
療
・
介
護
診

療
報
酬
の
改
定
、
２
０
１
９
年

に
は
消
費
税
10
％
引
き
上
げ
、

各
都
道
府
県
で
議
論
し
て
い
る

地
域
医
療
構
想
会
議
で
の
２
０

２
５
年
を
見
据
え
た
病
床
数
削

減
な
ど
、
経
営
へ
の
影
響
が
危

惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
労
働
組
合
は
、
今
何

が
で
き
る
の
か
！
何
を
す
べ
き

な
の
か
！

　
今
一
度
、
原
点
に
立
ち
帰
り

見
つ
め
直
す
時
代
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　
私
を
、
四
字
熟
語
で
自
己
紹

介
す
る
と
「
剛
毅
木
訥
」
だ
と

自
分
で
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
少
し
人
生
で
寄
り
道
を

し
ま
し
た
が
、
人
の
役
に
立
つ

仕
事
と
思
い
臨
床
検
査
技
師
に

な
り
ま
し
た
。
病
院
で
は
、
自

分
の
付
加
価
値
と
し
て
労
働
組

合
活
動
へ
の
参
加
、
病
院
に
花

壇
を
作
り
花
が
咲
い
て
い
る
景

色
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
５
年
前
か
ら
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

が
、
組
合
専
従
と
い
う
本
業
に

変
わ
り
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
全
厚
労
の
執
行
委
員
長
と
し

て
は
力
不
足
を
実
感
し
つ
つ
、

反
面
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ

せ
て
頂
い
て
い
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。
組
合
活
動

の
一
番
良
い
と
こ
ろ
は
、
多
く

の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
学

び
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
一
年
間
、
共
に
が

ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　

茂
原
中
央
執
行
委
員
長
は

大
会
挨
拶
で
「
農
協
改
革
の

動
き
が
始
ま
り
、
厚
生
連
は

『
社
会
医
療
法
人
に
し
て
も

い
い
』
と
い
わ
れ
て
い
る
。

厚
生
連
は
農
協
の
組
合
員
の

利
用
を
目
的
に
し
て
い
る
た

め
、
医
療
介
護
の
分
野
で
は

農
協
組
合
員
１
０
０
人
に
対

し
非
組
合
員
１
０
０
人
ま
で

利
用
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
比
率
は
員
外
利
用
率
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
今
ま
で

病
院
だ
か
ら
と
曖
昧
に
さ
れ

て
き
た
。
こ
れ
を
政
府
は
厳

し
く
調
査
す
る
と
言
っ
て
お

り
、『
員
外
利
用
率
が
守
れ

な
け
れ
ば
ど
う
ぞ
社
会
医
療

法
人
に
』
と
、
厚
生
連
が
厚

生
連
で
い
ら
れ
な
い
状
況
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
農
協

と
の
関
係
を
活
か
せ
な
く
な

る
こ
と
は
大
き
な
デ
メ
リ
ッ

ト
と
な
る
。
厚
生
連
は
『
協

同
組
合
運
動
』
を
進
め
て
き

た
と
い
う
こ
と
が
１
つ
の
特

徴
で
、
全
厚
労
は
経
営
者
と

同
じ
目
標
に
つ
い
て
は
協
力

し
歴
史
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

県
連
の
違
い
は
あ
れ
ど
、
そ

の
違
い
を
乗
り
越
え
て
、
ま

た
あ
え
て
違
い
を
確
認
し
合

い
な
が
ら
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
必
要
」
と
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
「
全
厚
労

は
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞

き
な
が
ら
、
色
々
な
組
合
・

な
か
ま
と
一
緒
に
物
事
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
組

織
。
こ
の
良
い
と
こ
ろ
を
大

い
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

を
お
願
い
し
た
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
厚
生
連
を

取
り
巻
く
情
勢
が
語
ら
れ
ま

し
た
。
山
口
県
厚
生
連
・
花

本
敏
夫
理
事
長
は
「
Ｊ
Ａ
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
な
変

革
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
農

協
も
従
来
の
考
え
方
、
や
り

か
た
で
は
通
用
し
な
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
医
療
に
お
い

て
も
社
会
保
障
費
が
切
り
崩

さ
れ
る
な
か
で
生
き
残
っ
て

い
く
に
は
変
化
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重
し
な

が
ら
適
度
な
緊
張
感
を
も
っ

た
労
使
関
係
を
築
き
あ
げ
な

け
れ
ば
、
こ
の
厳
し
い
状
況

を
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
。
厚

生
連
の
病
院
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
だ
け
は
避
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
日
本
医
労
連
・
原
英

彦
副
執
行
委
員
長
は
地
域
医

療
を
守
る
運
動
を
呼
び
か
け
、

埼
玉
県
厚
生
連
だ
け
で
な
く

公
的
医
療
機
関
を
先
頭
に
黒

字
の
病
院
で
あ
っ
て
も
統
廃

合
を
迫
る
動
き
に
「
病
院
を

つ
ぶ
す
な
」
と
立
ち
上
が
る

必
要
が
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
「
み
な
さ
ん
の
病

院
ひ
と
つ
ひ
と
つ
で
地
域
医

療
構
想
に
つ
い
て
ど
う
い
っ

た
計
画
を
も
っ
て
い
る
の
か
、

し
っ
か
り
と
確
か
め
る
こ
と

が
重
要
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

力強い“団結ガンバロー”で締め括られた大会

全
厚
労
　
新
中
央
執
行
委
員
長
か
ら

全
厚
労
　
新
中
央
執
行
委
員
長
か
ら

厚
生
連
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

厚
生
連
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

厚
生
連
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

〝
病
院
つ
ぶ
し
〞
に

労
使
と
も
に
立
ち
向
か
お
う

〝
病
院
つ
ぶ
し
〞
に

労
使
と
も
に
立
ち
向
か
お
う

〝
病
院
つ
ぶ
し
〞
に

労
使
と
も
に
立
ち
向
か
お
う

きたる変革、団結してのりこえるきたる変革、団結してのりこえるきたる変革、団結してのりこえる
　
全
厚
労
は
９
月
９
日
〜
10
日
、「
第
64
回
定
期
大
会
」
を
山
口
・
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ
に
て
開
催
、
19
県
１
６
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
一
年
の

運
動
総
括
と
埼
玉
県
厚
生
連
の
解
散
を
う
け
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
「
厚

生
連
医
療
」
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

【1面】全厚労第64回定期大会
【2面】大会発言、2016年度役員
【3面】埼玉譲渡報告
　　　国際シンポジウム

http://www.zenkouro.org/
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（1） 2016年９月20日 第439号全 厚 労 ニ ュ ー ス



  ●全国組合
全医労　　全日赤
全JCHO労組　全労災
国共病組　公共労

  ●県医労連
北海道　　秋田　　福島
富山　　　長野　　茨城
埼玉　　　愛知　　広島
山口　　　山形　　東京　　
大阪　　　大分　　鹿児島

  ●友誼組合・団体
全労連　　国公労連　　
特殊法人労連　　全農協労連
航空労組連　　全国食健連
中央社保協　　保団連
日本医療総合研究所
日中友好協会　　日本原水協
全国革新懇　　　農民連
建交労　　民放労連
鹿児島県農協連労組　（順不同）

新
年
度
の
役
員

●
中
央
執
行
委
員
長

　
畑
中
　
剛
喜
（
三
　
重
・
新
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　
折
笠
由
美
子
（
福
　
島
・
再
）

　
花
澤
　
直
樹
（
長
　
野
・
新
）

　
川
橋
　
康
彦
（
愛
　
知
・
新
）

　
岩
本
　
一
宏
（
広
　
島
・
再
）

●
書
記
長

　
松
尾
　
　
晃
（
本
　
部
・
再
）

●
書
記
次
長

　
和
田
　
祐
輔
（
新
　
潟
・
再
）

　
安
本
真
理
子
（
茨
　
城
・
再
）

●
中
央
執
行
委
員

　
長
瀬
　
真
幸
（
北
海
道
・
新
）

　
中
村
　
　
悟
（
秋
　
田
・
再
）

　
二
瓶
　
研
朗
（
福
　
島
・
再
）

　
大
平
　
雅
浩
（
新
　
潟
・
新
）

　
向
井
　
　
崇
（
富
　
山
・
新
）

　
畔
上
　
稔
男
（
長
　
野
・
再
）

　
岡
部
　
義
秀
（
神
奈
川
・
元
）

　
鈴
木
　
幸
広
（
静
　
岡
・
新
）

　
伊
藤
　
直
也
（
岐
　
阜
・
新
）

　
小
掠
　
瑞
樹
（
三
　
重
・
再
）

　
富
永
み
ち
子
（
広
　
島
・
再
）

　
松
田
　
純
一
（
山
　
口
・
再
）

大
会
役
員

　
田
村
　
順
子
（
香
　
川
・
新
）

　
大
和
　
崇
史
（
徳
　
島
・
再
）

　
由
比
　
智
一
（
高
　
知
・
新
）

　
中
野
　
　
綾
（
大
　
分
・
再
）

●
会
計
監
査

　
上
釜
　
宝
志
（
福
　
島
・
新
）

　
平
林
　
誠
一
（
長
　
野
・
新
）

　
元
木
　
正
広
（
香
　
川
・
再
）

退
任
さ
れ
た
役
員

●
中
央
執
行
委
員
長

　
茂
原
　
宗
一
（
長
　
野
）

●
中
央
執
行
委
員

　
栗
田
　
浩
二
（
北
海
道
）

　
白
井
　
康
博
（
新
　
潟
）

　
中
川
　
　
健
（
富
　
山
）

　
小
野
寺
　
誠
（
埼
　
玉
）

　
関
谷
　
幸
夫
（
神
奈
川
）

　
外
波
山
幸
稔
（
静
　
岡
）

　
大
橋
　
　
朗
（
愛
　
知
）

　
田
口
　
　
学
（
岐
　
阜
）

　
矢
野
　
潤
一
（
香
　
川
）

　
浪
除
美
千
子
（
高
　
知
）

●
会
計
監
査

　
武
藤
　
　
進
（
秋
　
田
）

　
豊
田
　
幸
恵
（
岐
　
阜
）

●
議
長
団

　
赤
岩
　
和
子
　（
茨
城
）

　
押
谷
　
亮
平
　（
愛
知
）

　
小
田
　
啓
義
　（
山
口
）

●
議
事
運
営
委
員
会

　
永
井
　
悦
子
　（
福
島
）

　
中
島
　
千
晶
　（
長
野
）

★
澤
田
　
和
久
　（
愛
知
）

　
友
枝
　
諭
志
　（
香
川
）

　
安
本
真
理
子
　（
中
執
）

●
選
挙
管
理
委
員
会

　
大
平
　
雅
浩
　（
新
潟
）

　
板
越
　
真
悟
　（
茨
城
）

★
福
村
　
友
紘
　（
三
重
）

　
万
里
　
昌
美
　（
徳
島
）

●
大
会
書
記

　
奥
田
　
剛
司
　（
山
口
）

　
横
峯
　
弘
隆
　（
山
口
）

【
次
期
選
挙
管
理
委
員
】

　
三
北
・
富
山

　
関
信
・
長
野

　
東
海
・
愛
知

　
西
日
本
・
徳
島

★
印
は
委
員
長

２
０
１
６
年
度　
全
厚
労
役
員

大会へのメッセージを
頂いた組織

大会へのメッセージを
頂いた組織

て
、
団
交
が
実
現
し
て
お
ら
ず
、

県
労
働
委
員
会
へ
あ
っ
せ
ん
を
申

請
し
た
。
巨
樹
の
会
は
あ
っ
せ
ん

に
は
応
じ
る
姿
勢
だ
が
、
自
主
解

決
を
目
指
し
て
、
対
策
本
部
で
巨

樹
の
会
関
東
本
部
や
佐
賀
の
本
部

に
も
要
請
を
行
っ
て
い
る
。
久
喜

で
は
執
行
部
が
活
動
休
止
し
て
い

る
が
、
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ

う
な
状
況
を
確
保
し
、
今
後
も
２

病
院
の
労
働
組
合
が
団
結
を
維
持

し
て
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
け
る

よ
う
に
し
た
い
。

　

地
域
住
民
に
も
働
き
か
け
、
熊

谷
・
久
喜
の
両
方
で
「
つ
ど
い
」

が
開
か
れ
、「
住
民
の
会
」
が
活

動
し
て
い
る
。
今
後
も
住
民
の
財

産
で
あ
る
病
院
を
存
続
・
発
展
さ

せ
る
こ
と
に
力
を
い
れ
た
い
。

　

今
年
１
月
、
突
然
「
厚
生
連
２

病
院
譲
渡
」
が
発
表
さ
れ
た
。
譲

渡
先
と
は
既
に
年
末
に
基
本
契
約

を
結
び
、
３
〜
４
月
中
に
譲
渡
完

了
と
す
る
大
変
急
な
も
の
で
あ
っ

た
。

　

久
喜
は
「
一
般
社
団
法
人 

巨

樹
の
会
（
佐
賀
県
武
雄
市
）」
に

譲
渡
さ
れ
、「
新
久
喜
総
合
病
院
」

と
な
り
、
熊
谷
は
北
海
道
の
「
社

会
医
療
法
人
・
北
斗
」
が
支
援
し

て
「
医
療
法
人　

熊
谷
総
合
病

院
」
と
な
っ
た
。
埼
玉
県
厚
生
連

は
６
月
に
解
散
し
、
新
聞
報
道
で

は
負
債
総
額
65
億
と
さ
れ
て
い
る
。

埼
厚
労
と
対
策
本
部
は
「
医
療
機

能
を
守
る
た
め
、
全
て
の
労
働
者

の
雇
用
と
労
働
条
件
を
当
面
維
持

す
る
こ
と
」
を
意
思
統
一
し
交
渉

に
臨
ん
だ
。
組
合
員
の
「
一
言
カ

ー
ド
」
で
不
安
や
意
見
を
突
き
つ

け
な
が
ら
、
厚
生
連
と
は
９
回
団

交
を
お
こ
な
っ
た
。
譲
渡
前
か
ら

北
斗
と
は
懇
談
が
も
て
た
が
、
久

喜
は
申
し
入
れ
書
さ
え
受
け
取
り

を
拒
否
し
た
。

　

譲
渡
後
の
現
在
は
、
熊
谷
で
は

大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
久
喜
で

は
基
本
給
10
％
カ
ッ
ト
、
休
日
も

国
民
の
祝
日
が
な
く
な
り
、
譲
渡

時
の
離
職
者
は
１
１
０
名
に
の
ぼ

る
。

　

熊
谷
で
は
労
使
関
係
が
で
き
36

協
定
・
就
業
規
則
な
ど
の
労
働
者

代
表
と
し
て
認
め
ら
れ
、
団
体
交

渉
も
出
来
て
い
る
。
巨
樹
の
会
は
、

労
組
の
要
求
書
は
受
け
取
っ
た
が

窓
口
の
た
ら
い
回
し
を
続
け
て
い

に
対
し
て
、
労
組
と
の
協
議
・
合

意
な
し
の
試
行
は
認
め
ら
れ
な
い
、

労
基
署
活
用
も
示
唆
し
て
撤
回
さ

せ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

白
河
で
は
75
％
が
反
対
。
管
理
職

研
修
会
を
開
催
さ
せ
た
。
労
働
協

約
の
位
置
づ
け
や
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
課
題

な
ど
、
管
理
職
の
意
識
が
変
わ
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
う
。

給
与
大
幅
引
下
げ
提
案

今
年
度
導
入
を
阻
止

新
潟
・
畠
山
代
議
員

　

会
か
ら
給
与
体
系
の
見
直
し
が

提
案
さ
れ
、給
与
費
を
大
幅
に
削

減
す
る
案
が
出
さ
れ
た
。20
〜
30

代
ほ
ど
不
利
に
な
り
、現
行
給
料

表
と
比
較
し
月
３
万
か
ら
職
種
に

よ
っ
て
は
７
万
円
下
が
る
新
給
料

表（
案
）だ
っ
た
。年
収
、生
涯
賃
金

も
大
き
く
減
っ
て
し
ま
う
。ま
た
、

手
当
の
見
直
し
も
提
案
さ
れ
て
い

る
。団
交
を
積
み
重
ね
今
年
度
、導

入
は
阻
止
し
た
が
、撤
回
は
し
て
い

な
い
。第
２
組
合
は
会
と「
給
与
体

系
あ
り
方
検
討
委
員
会
」を
つ
く

り
様
々
な
手
当
見
直
し
を
検
討
し

て
い
る
。新
厚
労
は
賃
金・労
働
条

件
守
る
た
め
に
頑
張
る
。

事
業
所
間
経
営
格
差
を

総
合
経
営
で
改
善
へ

愛
知
・
杉
山
代
議
員

　

事
業
所
間
経
営
格
差
と
看
護
職

の
夜
勤
問
題
で
発
言
。
郡
部
の
病

院
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
課
題
。
平

成
29
年
度
、
自
己
資
本
１
０
０
％

目
標
。
安
定
的
な
経
営
基
盤
が
ベ

ア
実
現
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
捉
え
、

経
営
制
度
を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
郡
部
の
経
営
改
善
を
進
め
た

は
労
基
署
の
指
導
が
入
り
、
労
働

者
代
表
選
挙
を
行
う
が
、
２
回
の

選
挙
で
も
過
半
数
な
し
。
神
厚
労

の
４
つ
の
要
求
を
呑
ん
で
も
ら
え

ば
、
第
２
組
合
が
代
表
で
も
構
わ

な
い
と
提
案
を
し
た
、
４
つ
の
要

求
と
は
、①
17
年
度
ま
で
に
残
業

減
ら
す
、②
や
む
を
え
な
い
事
情

が
あ
る
者
に
は
免
除
を
含
め
て
配

慮
を
行
な
う
、③
残
業
は
指
示
が

な
い
も
の
で
も
客
観
的
に
行
っ
た

場
合
は
割
り
増
し
手
当
を
支
払
う
、

④
苦
情
処
理
の
場
を
も
う
け
、
当

該
職
員
・
所
属
組
合
・
病
院
の
三

者
で
協
議
し
て
改
善
に
努
め
る
。

こ
の
②
と
④
の
２
点
に
つ
い
て
統

一
協
約
を
結
ん
だ
。
伊
勢
原
で
も

２
回
目
の
選
挙
で
、
４
票
差
で
神

厚
労
が
１
位
に
な
り
、
同
様
の
統

一
協
約
を
結
ん
で
、
神
厚
労
が
36

協
定
代
表
者
と
な
っ
た
。

青
年
の
取
り
組
み
と

リ
ハ
ビ
リ
問
題
に
つ
い
て

秋
田
・
奥
井
代
議
員

　
　

２
月
の
青
年
部
ウ
ィ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
タ
に
は
、「
集
ま
る
こ
と

も
闘
い
」
と
し
て
１
年
に
１
度
の

取
り
組
み
に
「
全
青
年
に
声
を
か

け
よ
う
」
と
例
年
よ
り
10
〜
20
人

多
い
72
人
が
参
加
し
、
県
外
５
名

や
医
労
連
も
参
加
し
、
89
名
で
交

流
し
た
。
球
技
大
会
で
は
、
協
力

員
も
募
集
し
先
輩
・
後
輩
の
交
流

も
生
ま
れ
た
。
リ
ハ
担
当
者
会
議

が
呼
び
か
け
た
調
査
に
は
、
全
厚

労
の
協
力
も
あ
り
、
19
県
66
事
業

所
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。
包
括
ケ

ア
の
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
必
要
と
思

わ
れ
る
以
上
の
リ
ハ
ビ
リ
も
し
な

ト
版
の
超
勤
ハン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、ア
ン
ケ
ー
ト
も
集
約
し
て
い
る
。

埼
玉
２
病
院
の
別
法
人

へ
の
譲
渡
後
の
状
況

埼
玉
・
鈴
木
代
議
員

　

４
月
に
久
喜
が
「
巨
樹
の
会
」

に
譲
渡
、
５
月
に
熊
谷
が
新
法
人

に
譲
渡
さ
れ
た
。
熊
谷
で
は
、
労

働
条
件
が
２
年
間
は
現
状
維
持
、

要
求
書
も
出
し
て
団
交
で
き
て
い

る
。
36
協
定
の
代
表
者
や
就
業
規

則
の
意
見
書
、
労
安
委
員
会
の
労

働
者
側
委
員
選
出
を
し
て
い
る
。

久
喜
は
、
譲
渡
時
に
退
職
者
１
１

０
名
。
応
援
部
隊
も
多
い
が
、
リ

ハ
ビ
リ
中
心
で
、
リ
ハ
は
以
前
の

５
〜
６
倍
の
規
模
に
な
っ
て
い
る
。

３
〜
６
ヶ
月
で
応
援
の
人
は
引
き

上
げ
て
、
現
場
は
大
変
な
状
況
が

続
い
て
い
る
。

厚
生
連「
存
亡
の
分
岐
点
」に

私
た
ち
か
ら
地
域
へ
発
信
を

秋
田
・
鈴
木
代
議
員

　

石
西
・
栃
木
・
埼
玉
な
ど
、
全

国
の
厚
生
連
の
「
異
変
」
に
つい
て
、

私
は
「
存
亡
の
分
岐
点
」
に
あ
る

と
見
て
い
る
。
秋
田
で
も
、
２
０

０
９
年「
経
営
改
善
計
画
」の
中
で

湖
東
総
合
病
院
廃
止
論
が
浮
上
。

こ
の
時
は
住
民
の
運
動
で
存
続
し

た
。
ま
た
、
２
０
０
６
年
、
鹿
角

で
精
神
科
の
常
勤
医
師
が
不
在
に

な
っ
た
時
、
支
部
の
最
初
の
行
動

は
地
域
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
だ
っ
た
。

埼
玉
の
住
民
も
「
ど
う
し
て
も
っ

と
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
る
。
病
院
の
「
変
化
」

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
日
常
茶

飯
事
で
も
、
地
域
住
民
に
と
っ
て

は
重
大
事
件
。
厚
生
連
が「
存
亡

の
分
岐
点
」
で
あ
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
私
た
ち
の
方
か
ら
地
域
に
も

っ
と
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。

斉
藤
さ
ん
考
案
の
脱
出
ゲ
ー
ム
で
、

労
組
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。今
年
の
K
’s
は
埼
玉
で
開

催
す
る
。
多
く
の
青
年
に
参
加
し

て
欲
し
い
。

女
性
・
助
永
さ
ん（
広
島
）

　
「
母
性
保
護
」
と
平
和
を
重
視

し
て
活
動
、
安
保
法
制
や
食
の
問

題
な
ど
で
ミ
ニ
学
習
を
行
っ
た
。

女
性
集
会
で
は
、
日
本
国
憲
法
の

問
題
を
伊
藤
真
弁
護
士
か
ら
学
ん

だ
。分
科
会
は
、生
理
休
暇
、妊
娠
・

出
産
・
育
児
、
更
年
期
・
介
護
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
討

論
が
出
来
た
。
全
厚
労
は
女
性
の

要
求
を
実
現
す
る
取
り
組
み
を
続

け
て
ほ
し
い
。

看
護
・
久
寿
米
木
さ
ん（
大
分
）

　

15
年
10
月
の
別
府
で
の
幹
部
看

護
師
集
会
に
つ
い
て
、「
看
護
の

原
点
」を
学
び
、年
代
別
分
散
会
で
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
診
療
報

酬
上
の
問
題
も
出
て
い
る
。

育
児
短
時
間
制
度
の

実
態
調
査
に
取
り
組
ん
で

三
重
・
大
谷
代
議
員

　

育
児
短
時
間
制
度
の
取
得
者
が

多
く
、
実
態
調
査
行
い
、
７
病
院

２
７
４
名
の
回
答
を
得
た
。
夜
勤

勤
務
者
が
不
足
し
、
週
４
日
労
働
、

週
30
時
間
の
働
き
方
も
提
案
し
て

い
て
、
52
・
１
％
が
働
き
た
い
と

回
答
。
働
き
方
の
選
択
肢
と
し
て

い
き
た
い
。
全
厚
労
を
支
え
る
分

担
金
を
50
名
増
と
し
た
。

不
当
労
働
行
為
申
立
と

看
護
委
員
会
の
取
組
み

新
潟
・
柳
代
議
員

　

不
当
労
働
行
為
申
立
て
を
県

労
委
に
行
っ
た
。
脱
退
勧
奨
、
支

部
長
の
不
当
配
転
、
新
人
勧
誘

で
の
不
平
等
扱
い
。
第
２
組
合
が

過
半
数
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、

新
厚
労
の
こ
れ
ま
で
の
協
定
が
事

実
上
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
を
心

配
し
て
い
る
。
看
護
委
員
会
で
は
、

夜
勤
点
検
の
他
、
ミ
ニ
学
習
や
１

０
０
名
の
参
加
で
看
護
師
集
会
を

行
い
、
セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
学

ん
だ
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

不
払
い
残
業
、
協
定
が
守
ら
れ
な

い
実
態
な
ど
を
出
し
、
今
後
は
看

護
部
長
会
と
懇
談
の
予
定
。
サ

ー
ビ
ス
残
業
に
つ
い
て
は
、
ポ
ケ
ッ

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

づ
く
り
へ
諸
条
件
改
善

広
島
・
高
本
代
議
員

　

育
児
で
辞
め
な
い
で
済
む
よ
う

育
休
３
年
制
度
を
導
入
さ
せ
る
と

と
も
に
、
育
短
者
の
ノ
ー
ワ
ー
ク
ノ

ー
ペ
イ
導
入
に
よ
る
人
件
費
部
分

を
夜
勤
手
当
の
増
額
に
あ
て
さ
せ

た
。
尾
道
支
部
で
は
、
予
備
率
15

％
の
確
認
書
を
盾
に
週
休
３
日
制

の
試
行
を
確
認
し
た
。一時
金
で
は

年
間
協
定
４
・
５
ヶ
月
と
、
過
年

度
分
の
支
給
保
留
分
に
つい
て
の
交

渉
を
行
い
、
高
齢
者
の一
時
金
支

給
率
の
引
き
上
げ
を
勝
ち
取
っ
た
。

薬
剤
師
調
整
手
当
増
額

各
支
部
独
自
の
改
善
も

富
山
・
畠
山
代
議
員

　

固
定
比
率
問
題
等
の
理
由
で
定

期
昇
給
は
確
保
し
な
が
ら
も
暫
定

給
か
ら
の
減
額
措
置
が
続
い
て
い
る
。

一時
金
は
昨
年
同
様
の
支
給
と
な
っ

た
が
、
今
後
計
画
が
達
成
で
き
な

い
な
ら
年
末
一時
金
で
の
減
額
の
意

思
が
示
さ
れ
て
い
る
。
薬
剤
師
調

整
手
当
は
初
任
給
で
２
・
６
万
円

ア
ッ
プ
さ
せ
、
薬
剤
師
支
度
金
の

増
額
や
紹
介
報
奨
金
制
度
の
創
設

が
あ
っ
た
。
呼
出
手
当
で
は
回
数

に
応
じ
て
支
給
さ
せ
る
こ
と
や
、

支
部
交
渉
に
お
い
て
高
岡
で
は
看

護
師
の
白
衣
の
支
給
方
法
の
改
善
、

電
子
カ
ル
テ
・
冷
温
蔵
庫
配
膳
車

の
増
設
、
滑
川
で
は
自
販
機
や
エ
ア

コン
・
照
明
な
ど
で
改
善
が
で
き
た
。

労
働
条
件
変
更
は
労
使

合
意
あ
っ
て
と
運
動

福
島
・
齊
藤
代
議
員

　

白
河
で
の
変
則
２
交
替
の
動
き

地
域
医
療
守
る
課
題
で

住
民
な
ど
と
の
共
同

新
潟
・
大
平
代
議
員

　

地
域
医
療
を
守
る
課
題
。①
長

岡
に
あ
る
栃
尾
郷
診
療
所
・
老

健
と
ち
お
の
16
年
３
月
廃
止
提
案

に
つ
い
て
、
住
民
と
と
も
に
運
動

し
診
療
所
を
長
岡
中
央
綜
合
病

院
の
付
属
ク
リ
ニッ
ク
と
し
て
存
続

す
る
こ
と
が
で
き
、
市
よ
り
運
営

補
助
金
も
予
算
付
け
さ
れ
た
。②

中
条
病
院
の
看
護
師
不
足
で
、
16

年
３
月
で
90
床
の
休
止
提
案
。
介

護
職
の
雇
用
確
保
な
ど
で
、
４
者

懇
談
を
行
い
、
雇
用
確
保
は
、
隣

接
の
中
条
第
二
病
院
で
行
う
。③

10
年
に
指
定
管
理
者
で
受
け
た
水

原
郷
病
院
は
、
15
年
に
新
築
さ
れ
、

阿
賀
野
市
民
病
院
と
な
っ
た
。
良

く
す
る
会
を
結
成
し
、
市
民
対

話
集
会
な
ど
を
行
い
、
８
月
に
は

市
長
と
も
懇
談
し
た
。

全
県
で
の
増
員
署
名

取
り
組
み
を
評
価

茨
城
・
美
野
輪
代
議
員

　

２
点
に
つ
い
て
。
看
護
増
員
署

名
が
全
県
で
取
り
組
ま
れ
た
こ
と

を
評
価
し
た
い
。
16
年
も
新
署
名

を
全
組
織
で
取
り
組
も
う
。
全
厚

労
役
員
に
つ
い
て
、
農
協
改
革
や

改
善
計
画
が
相
次
ぐ
中
、
対
抗
す

る
上
で
も
組
織
強
化
が
必
要
と
考

え
る
。
役
員
交
代
は
そ
れ
に
逆
行

す
る
の
で
は
な
い
か
。
交
替
理
由

と
、
中
執
で
の
議
論
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

各
専
門
部
か
ら

青
年
・
橋
本
さ
ん（
広
島
）

　

学
習
中
心
に
や
っ
て
き
た
。
医

労
連
の
学
習
交
流
集
会
と
セ
ッ
ト

で
青
年
委
員
会
を
開
催
、
三
重
の

い
。
看
護
で
は
均
等
割
２
交
替
の

実
施
に
入
っ
た
。
医
療
の
質
を
担

保
す
る
た
め
夜
勤
協
定
遵
守
が
で

き
な
い
状
況
で
増
員
が
必
要
だ
が
、

暫
定
的
に
専
従
手
当
３
万
円
な
ど

で
な
ん
と
か
対
応
し
て
い
る
。
地

域
医
療
の
継
続
と
安
心
し
て
働
け

る
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

建
築
資
材
費
増
が
壁
に

看
護
署
名
で
は
目
標
超
過

茨
城
・
江
川
代
議
員

　
一時
金
確
保
で
は
、
14
秋
闘
１
・

３
ヶ
月
回
答
の
経
験
か
ら
生
活
給

と
し
て
の
年
間
４
ヶ
月
確
保
に
向

け
、
学
習
・
意
思
統
一
を
行
い
、

２
０
０
名
以
上
の
団
交
で
、
夏
２
・

０
ヶ
月
確
保
。
労
働
条
件
で
は
、

時
間
外
未
請
求
の
実
態
が
あ
り
、

業
務
上
必
要
な
委
員
会
は
時
間
外

取
得
す
る
よ
う
再
通
知
を
出
さ
せ

た
。
パ
ワ
ハラ
対
策
で
は
、
各
支
部

で
学
習
会
を
開
催
し
、
上
司
へ
も

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
人
員

確
保
の
た
め
に
労
使
共
同
で
で
き

る
も
の
に
は
取
り
組
ん
で
い
く
。

16
春
闘
で
は
、
土
浦
の
跡
地
資
産

減
と
新
病
院
の
建
築
費
が
資
材
高

騰
な
ど
に
よ
り
１
０
０
億
の
負
担

増
。
こ
の
９
月
に
理
事
会
役
員
体

制
が
変
わ
り
、
埼
玉
の
こ
と
は
他

人
事
で
は
な
い
。
就
業
規
則
変
更

の
提
案
が
さ
れ
て
い
る
が
「
不
利

益
変
更
認
め
な
い
、
労
使
合
意
な

け
れ
ば
導
入
し
な
い
」を
徹
底
す
る
。

増
員
署
名
で
は
、「
く
ら
し
は
全
て

政
治
の
中
に
あ
る
」
と
３
年
間
取

り
組
み
、
外
へ
向
け
て
の
取
組
み

や
医
者
か
ら
も
協
力
を
得
る
な
ど

し
て
、
１
２
０
％
目
標
達
成
し
た
。

医
師
会
病
院
と
の
統
合

組
合
員
増
や
し
団
結
へ

徳
島
・
椹
口
代
議
員

　

地
味
な
が
ら
着
実
に
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
一
時
金
59
歳
は
支
給

率
30
％
だ
が
、
一
律
年
10
万
円
の

支
給
を
確
保
し
た
。
秋
闘
で
は
住

宅
手
当
を
獲
得
、
医
師
会
病
院
と

の
統
合
で
も
労
組
へ
１
５
４
名
が

加
入
し
た
。
組
合
に
は
主
任
も
含

め
て
加
入
希
望
が
相
次
い
で
お
り
、

団
結
を
深
め
て
い
き
た
い
。

年
間一時
金
４
ヶ
月

確
保
へ
た
た
か
う

長
野
・
清
水
代
議
員

　
一
時
金
で
は
事
業
所
間
格
差
許

さ
な
い
立
場
で
取
り
組
ん
だ
。
計

画
乖
離
に
つ
い
て
は
、
定
昇
削
減

の
提
案
も
出
さ
れ
て
い
た
。
一
時

金
は
計
画
３
・
８
だ
が
、
４
・
０

も
あ
り
得
る
と
の
回
答
で
、
年
末

一時
金
の
た
た
か
い
が
焦
点
と
な
る
。

扶
養
・
配
偶
者
手
当
の
廃
止
も

検
討
さ
れ
て
い
る
。
夜
勤
協
定
遵

守
の
課
題
は
、
女
性
部
が
点
検
し

て
い
る
が
８
日
以
内
夜
勤
は
56
％
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
加
算
が
延
長
さ
れ
た
。

法
令
遵
守
で
取
り
組
み

老
朽
化
対
策
も
課
題

静
岡
・
西
川
代
議
員

　

数
年
厳
し
い
状
況
で
、
計
画
以

下
の一時
金
支
給
。
こ
れ
ま
で
は
Ｊ

Ａ
の
補
助
が
あ
り
、
計
画
以
上
に

支
給
で
き
た
が
、
年
度
末
で
も
事

業
所
間
格
差
の
問
題
が
あ
る
。
負

担
軽
減
で
は
、
静
岡
は
10
万
人
当

た
り
の
医
者
数
42
位
、
看
護
師
38

位
と
低
い
中
で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
重
視
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
建

物
の
老
朽
化
も
問
題
。
築
50
年
以

上
の
病
院
も
あ
り
、
職
員
の
安
全

に
関
わ
る
問
題
と
し
て
取
り
組
む
。

労
働
者
代
表
選
挙
経
て

統一労
働
協
約
を
締
結

神
奈
川
・
大
塚
代
議
員

　

36
協
定
に
つ
い
て
。
相
模
原
で

本
音
で
話
し
合
え
た
。
現
場
の
状

況
は
大
変
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工

夫
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年

の
10
月
は
川
嶋
み
ど
り
先
生
を
呼

ん
で
、
学
ぶ
予
定
な
の
で
、
多
く

の
幹
部
と
看
護
師
に
参
加
し
て
欲

し
い
。

医
療
研
・
岡
野
さ
ん（
三
重
）

　

住
民
参
加
の
運
動
を
考
え
る
の

が
医
療
研
集
会
。
今
年
は
埼
玉
で
、

病
院
Ｍ
＆
Ａ
に
つ
い
て
や
住
民
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

平
和
・
片
田
さ
ん（
静
岡
）

　

今
年
度
は
御
殿
場
で
の
日
本
平

和
大
会
、
焼
津
の
ビ
キ
ニ
デ
ー
、

広
島
の
世
界
大
会
に
参
加
し
て
き

た
。
安
保
法
制
の
問
題
点
や
核
兵

器
廃
絶
の
国
際
的
な
動
き
を
知
っ

て
、
平
和
の
大
切
さ
を
し
み
じ
み

と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
取

り
組
み
を
強
め
た
い
。

　９月６日、永田町の星陵会館で日本医労連国際シンポジウムが行
われ、全厚労も参加しました。開会あいさつで、国際労働機関
（ILO）医療専門官のクリスチャンヌ・ウィスコー氏は、「質の高い労
働には、ディーセントな労働が必要」と、ディーセントワークの重
要性を訴え、さらに「ワークライフバランスを確立させることは複
雑なことであるが、最も重要なことである」とし、仕事と生活の調
和をとるための勤務体制が必要だと話されました。
　次に、シンポジストとして、オーストラリア看護師助産師連合、
フランス労働総同盟、韓国保健医療労組、日本医労連の代表者が各
国の看護師の労働実態を報告しました。報告を受けて分かったことは、
どの国も同じ問題を抱えているということです。もちろん国によっ
て違いはありますが、人員不足や残業で過酷な労働となり患者さん
を看護しながら自分自身の体を壊してしまうことや、看護師の賃金
がほかの職と比べ低いのは「女性の仕事」であるという歴史的な背
景があることなど、共通の問題点が浮き彫りとなりました。また夜
勤の労働基準や交代制についての各国さまざまな法律や制度につい
てシンポジストと参加者の活発な意見交換も行われました。（詳細は
医療労働者1654号に掲載されます）
　今回のシンポジウムは、各国で命に直結する医療や保健分野まで
営利化を狙う企業や、社会保障分野の国庫負担を減らすための政府
の攻撃が強まる中で開催され、４カ国が国際的に連帯していくこと
の必要性を強く認識する機会となりました。

15年ぶりに医労連が国際シンポ15年ぶりに医労連が国際シンポ15年ぶりに医労連が国際シンポ
夜勤規制は国際的課題

特別
報告

２
病
院
の
民
間
譲
渡
を
め
ぐ
っ
て

２
病
院
の
民
間
譲
渡
を
め
ぐ
っ
て

埼
厚
労
書
記
長
　
小
野
寺
誠

フランスの55歳定年退職要求について質問する富永みち子さん（広厚労）

大会を支えてくれた山厚労のみなさん

　
大
会
で
は
、
５
つ
の
専
門
部
と
12
県
か
ら
計
22
本
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
発
言
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
（
発
言
順
）。

埼玉の現状報告をする
鈴木さん
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  ●全国組合
全医労　　全日赤
全JCHO労組　全労災
国共病組　公共労

  ●県医労連
北海道　　秋田　　福島
富山　　　長野　　茨城
埼玉　　　愛知　　広島
山口　　　山形　　東京　　
大阪　　　大分　　鹿児島

  ●友誼組合・団体
全労連　　国公労連　　
特殊法人労連　　全農協労連
航空労組連　　全国食健連
中央社保協　　保団連
日本医療総合研究所
日中友好協会　　日本原水協
全国革新懇　　　農民連
建交労　　民放労連
鹿児島県農協連労組　（順不同）

新
年
度
の
役
員

●
中
央
執
行
委
員
長

　
畑
中
　
剛
喜
（
三
　
重
・
新
）

●
中
央
副
執
行
委
員
長

　
折
笠
由
美
子
（
福
　
島
・
再
）

　
花
澤
　
直
樹
（
長
　
野
・
新
）

　
川
橋
　
康
彦
（
愛
　
知
・
新
）

　
岩
本
　
一
宏
（
広
　
島
・
再
）

●
書
記
長

　
松
尾
　
　
晃
（
本
　
部
・
再
）

●
書
記
次
長

　
和
田
　
祐
輔
（
新
　
潟
・
再
）

　
安
本
真
理
子
（
茨
　
城
・
再
）

●
中
央
執
行
委
員

　
長
瀬
　
真
幸
（
北
海
道
・
新
）

　
中
村
　
　
悟
（
秋
　
田
・
再
）

　
二
瓶
　
研
朗
（
福
　
島
・
再
）

　
大
平
　
雅
浩
（
新
　
潟
・
新
）

　
向
井
　
　
崇
（
富
　
山
・
新
）

　
畔
上
　
稔
男
（
長
　
野
・
再
）

　
岡
部
　
義
秀
（
神
奈
川
・
元
）

　
鈴
木
　
幸
広
（
静
　
岡
・
新
）

　
伊
藤
　
直
也
（
岐
　
阜
・
新
）

　
小
掠
　
瑞
樹
（
三
　
重
・
再
）

　
富
永
み
ち
子
（
広
　
島
・
再
）

　
松
田
　
純
一
（
山
　
口
・
再
）

大
会
役
員

　
田
村
　
順
子
（
香
　
川
・
新
）

　
大
和
　
崇
史
（
徳
　
島
・
再
）

　
由
比
　
智
一
（
高
　
知
・
新
）

　
中
野
　
　
綾
（
大
　
分
・
再
）

●
会
計
監
査

　
上
釜
　
宝
志
（
福
　
島
・
新
）

　
平
林
　
誠
一
（
長
　
野
・
新
）

　
元
木
　
正
広
（
香
　
川
・
再
）

退
任
さ
れ
た
役
員

●
中
央
執
行
委
員
長

　
茂
原
　
宗
一
（
長
　
野
）

●
中
央
執
行
委
員

　
栗
田
　
浩
二
（
北
海
道
）

　
白
井
　
康
博
（
新
　
潟
）

　
中
川
　
　
健
（
富
　
山
）

　
小
野
寺
　
誠
（
埼
　
玉
）

　
関
谷
　
幸
夫
（
神
奈
川
）

　
外
波
山
幸
稔
（
静
　
岡
）

　
大
橋
　
　
朗
（
愛
　
知
）

　
田
口
　
　
学
（
岐
　
阜
）

　
矢
野
　
潤
一
（
香
　
川
）

　
浪
除
美
千
子
（
高
　
知
）

●
会
計
監
査

　
武
藤
　
　
進
（
秋
　
田
）

　
豊
田
　
幸
恵
（
岐
　
阜
）

●
議
長
団

　
赤
岩
　
和
子
　（
茨
城
）

　
押
谷
　
亮
平
　（
愛
知
）

　
小
田
　
啓
義
　（
山
口
）

●
議
事
運
営
委
員
会

　
永
井
　
悦
子
　（
福
島
）

　
中
島
　
千
晶
　（
長
野
）

★
澤
田
　
和
久
　（
愛
知
）

　
友
枝
　
諭
志
　（
香
川
）

　
安
本
真
理
子
　（
中
執
）

●
選
挙
管
理
委
員
会

　
大
平
　
雅
浩
　（
新
潟
）

　
板
越
　
真
悟
　（
茨
城
）

★
福
村
　
友
紘
　（
三
重
）

　
万
里
　
昌
美
　（
徳
島
）

●
大
会
書
記

　
奥
田
　
剛
司
　（
山
口
）

　
横
峯
　
弘
隆
　（
山
口
）

【
次
期
選
挙
管
理
委
員
】

　
三
北
・
富
山

　
関
信
・
長
野

　
東
海
・
愛
知

　
西
日
本
・
徳
島

★
印
は
委
員
長

２
０
１
６
年
度　
全
厚
労
役
員

大会へのメッセージを
頂いた組織

大会へのメッセージを
頂いた組織

て
、
団
交
が
実
現
し
て
お
ら
ず
、

県
労
働
委
員
会
へ
あ
っ
せ
ん
を
申

請
し
た
。
巨
樹
の
会
は
あ
っ
せ
ん

に
は
応
じ
る
姿
勢
だ
が
、
自
主
解

決
を
目
指
し
て
、
対
策
本
部
で
巨

樹
の
会
関
東
本
部
や
佐
賀
の
本
部

に
も
要
請
を
行
っ
て
い
る
。
久
喜

で
は
執
行
部
が
活
動
休
止
し
て
い

る
が
、
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ

う
な
状
況
を
確
保
し
、
今
後
も
２

病
院
の
労
働
組
合
が
団
結
を
維
持

し
て
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
い
け
る

よ
う
に
し
た
い
。

　

地
域
住
民
に
も
働
き
か
け
、
熊

谷
・
久
喜
の
両
方
で
「
つ
ど
い
」

が
開
か
れ
、「
住
民
の
会
」
が
活

動
し
て
い
る
。
今
後
も
住
民
の
財

産
で
あ
る
病
院
を
存
続
・
発
展
さ

せ
る
こ
と
に
力
を
い
れ
た
い
。

　

今
年
１
月
、
突
然
「
厚
生
連
２

病
院
譲
渡
」
が
発
表
さ
れ
た
。
譲

渡
先
と
は
既
に
年
末
に
基
本
契
約

を
結
び
、
３
〜
４
月
中
に
譲
渡
完

了
と
す
る
大
変
急
な
も
の
で
あ
っ

た
。

　

久
喜
は
「
一
般
社
団
法
人 

巨

樹
の
会
（
佐
賀
県
武
雄
市
）」
に

譲
渡
さ
れ
、「
新
久
喜
総
合
病
院
」

と
な
り
、
熊
谷
は
北
海
道
の
「
社

会
医
療
法
人
・
北
斗
」
が
支
援
し

て
「
医
療
法
人　

熊
谷
総
合
病

院
」
と
な
っ
た
。
埼
玉
県
厚
生
連

は
６
月
に
解
散
し
、
新
聞
報
道
で

は
負
債
総
額
65
億
と
さ
れ
て
い
る
。

埼
厚
労
と
対
策
本
部
は
「
医
療
機

能
を
守
る
た
め
、
全
て
の
労
働
者

の
雇
用
と
労
働
条
件
を
当
面
維
持

す
る
こ
と
」
を
意
思
統
一
し
交
渉

に
臨
ん
だ
。
組
合
員
の
「
一
言
カ

ー
ド
」
で
不
安
や
意
見
を
突
き
つ

け
な
が
ら
、
厚
生
連
と
は
９
回
団

交
を
お
こ
な
っ
た
。
譲
渡
前
か
ら

北
斗
と
は
懇
談
が
も
て
た
が
、
久

喜
は
申
し
入
れ
書
さ
え
受
け
取
り

を
拒
否
し
た
。

　

譲
渡
後
の
現
在
は
、
熊
谷
で
は

大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
久
喜
で

は
基
本
給
10
％
カ
ッ
ト
、
休
日
も

国
民
の
祝
日
が
な
く
な
り
、
譲
渡

時
の
離
職
者
は
１
１
０
名
に
の
ぼ

る
。

　

熊
谷
で
は
労
使
関
係
が
で
き
36

協
定
・
就
業
規
則
な
ど
の
労
働
者

代
表
と
し
て
認
め
ら
れ
、
団
体
交

渉
も
出
来
て
い
る
。
巨
樹
の
会
は
、

労
組
の
要
求
書
は
受
け
取
っ
た
が

窓
口
の
た
ら
い
回
し
を
続
け
て
い

に
対
し
て
、
労
組
と
の
協
議
・
合

意
な
し
の
試
行
は
認
め
ら
れ
な
い
、

労
基
署
活
用
も
示
唆
し
て
撤
回
さ

せ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

白
河
で
は
75
％
が
反
対
。
管
理
職

研
修
会
を
開
催
さ
せ
た
。
労
働
協

約
の
位
置
づ
け
や
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
課
題

な
ど
、
管
理
職
の
意
識
が
変
わ
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
う
。

給
与
大
幅
引
下
げ
提
案

今
年
度
導
入
を
阻
止

新
潟
・
畠
山
代
議
員

　

会
か
ら
給
与
体
系
の
見
直
し
が

提
案
さ
れ
、給
与
費
を
大
幅
に
削

減
す
る
案
が
出
さ
れ
た
。20
〜
30

代
ほ
ど
不
利
に
な
り
、現
行
給
料

表
と
比
較
し
月
３
万
か
ら
職
種
に

よ
っ
て
は
７
万
円
下
が
る
新
給
料

表（
案
）だ
っ
た
。年
収
、生
涯
賃
金

も
大
き
く
減
っ
て
し
ま
う
。ま
た
、

手
当
の
見
直
し
も
提
案
さ
れ
て
い

る
。団
交
を
積
み
重
ね
今
年
度
、導

入
は
阻
止
し
た
が
、撤
回
は
し
て
い

な
い
。第
２
組
合
は
会
と「
給
与
体

系
あ
り
方
検
討
委
員
会
」を
つ
く

り
様
々
な
手
当
見
直
し
を
検
討
し

て
い
る
。新
厚
労
は
賃
金・労
働
条

件
守
る
た
め
に
頑
張
る
。

事
業
所
間
経
営
格
差
を

総
合
経
営
で
改
善
へ

愛
知
・
杉
山
代
議
員

　

事
業
所
間
経
営
格
差
と
看
護
職

の
夜
勤
問
題
で
発
言
。
郡
部
の
病

院
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
課
題
。
平

成
29
年
度
、
自
己
資
本
１
０
０
％

目
標
。
安
定
的
な
経
営
基
盤
が
ベ

ア
実
現
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と
捉
え
、

経
営
制
度
を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
郡
部
の
経
営
改
善
を
進
め
た

は
労
基
署
の
指
導
が
入
り
、
労
働

者
代
表
選
挙
を
行
う
が
、
２
回
の

選
挙
で
も
過
半
数
な
し
。
神
厚
労

の
４
つ
の
要
求
を
呑
ん
で
も
ら
え

ば
、
第
２
組
合
が
代
表
で
も
構
わ

な
い
と
提
案
を
し
た
、
４
つ
の
要

求
と
は
、①
17
年
度
ま
で
に
残
業

減
ら
す
、②
や
む
を
え
な
い
事
情

が
あ
る
者
に
は
免
除
を
含
め
て
配

慮
を
行
な
う
、③
残
業
は
指
示
が

な
い
も
の
で
も
客
観
的
に
行
っ
た

場
合
は
割
り
増
し
手
当
を
支
払
う
、

④
苦
情
処
理
の
場
を
も
う
け
、
当

該
職
員
・
所
属
組
合
・
病
院
の
三

者
で
協
議
し
て
改
善
に
努
め
る
。

こ
の
②
と
④
の
２
点
に
つ
い
て
統

一
協
約
を
結
ん
だ
。
伊
勢
原
で
も

２
回
目
の
選
挙
で
、
４
票
差
で
神

厚
労
が
１
位
に
な
り
、
同
様
の
統

一
協
約
を
結
ん
で
、
神
厚
労
が
36

協
定
代
表
者
と
な
っ
た
。

青
年
の
取
り
組
み
と

リ
ハ
ビ
リ
問
題
に
つ
い
て

秋
田
・
奥
井
代
議
員

　
　

２
月
の
青
年
部
ウ
ィ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
タ
に
は
、「
集
ま
る
こ
と

も
闘
い
」
と
し
て
１
年
に
１
度
の

取
り
組
み
に
「
全
青
年
に
声
を
か

け
よ
う
」
と
例
年
よ
り
10
〜
20
人

多
い
72
人
が
参
加
し
、
県
外
５
名

や
医
労
連
も
参
加
し
、
89
名
で
交

流
し
た
。
球
技
大
会
で
は
、
協
力

員
も
募
集
し
先
輩
・
後
輩
の
交
流

も
生
ま
れ
た
。
リ
ハ
担
当
者
会
議

が
呼
び
か
け
た
調
査
に
は
、
全
厚

労
の
協
力
も
あ
り
、
19
県
66
事
業

所
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。
包
括
ケ

ア
の
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
必
要
と
思

わ
れ
る
以
上
の
リ
ハ
ビ
リ
も
し
な

ト
版
の
超
勤
ハン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、ア
ン
ケ
ー
ト
も
集
約
し
て
い
る
。

埼
玉
２
病
院
の
別
法
人

へ
の
譲
渡
後
の
状
況

埼
玉
・
鈴
木
代
議
員

　

４
月
に
久
喜
が
「
巨
樹
の
会
」

に
譲
渡
、
５
月
に
熊
谷
が
新
法
人

に
譲
渡
さ
れ
た
。
熊
谷
で
は
、
労

働
条
件
が
２
年
間
は
現
状
維
持
、

要
求
書
も
出
し
て
団
交
で
き
て
い

る
。
36
協
定
の
代
表
者
や
就
業
規

則
の
意
見
書
、
労
安
委
員
会
の
労

働
者
側
委
員
選
出
を
し
て
い
る
。

久
喜
は
、
譲
渡
時
に
退
職
者
１
１

０
名
。
応
援
部
隊
も
多
い
が
、
リ

ハ
ビ
リ
中
心
で
、
リ
ハ
は
以
前
の

５
〜
６
倍
の
規
模
に
な
っ
て
い
る
。

３
〜
６
ヶ
月
で
応
援
の
人
は
引
き

上
げ
て
、
現
場
は
大
変
な
状
況
が

続
い
て
い
る
。

厚
生
連「
存
亡
の
分
岐
点
」に

私
た
ち
か
ら
地
域
へ
発
信
を

秋
田
・
鈴
木
代
議
員

　

石
西
・
栃
木
・
埼
玉
な
ど
、
全

国
の
厚
生
連
の
「
異
変
」
に
つい
て
、

私
は
「
存
亡
の
分
岐
点
」
に
あ
る

と
見
て
い
る
。
秋
田
で
も
、
２
０

０
９
年「
経
営
改
善
計
画
」の
中
で

湖
東
総
合
病
院
廃
止
論
が
浮
上
。

こ
の
時
は
住
民
の
運
動
で
存
続
し

た
。
ま
た
、
２
０
０
６
年
、
鹿
角

で
精
神
科
の
常
勤
医
師
が
不
在
に

な
っ
た
時
、
支
部
の
最
初
の
行
動

は
地
域
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
だ
っ
た
。

埼
玉
の
住
民
も
「
ど
う
し
て
も
っ

と
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
る
。
病
院
の
「
変
化
」

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
日
常
茶

飯
事
で
も
、
地
域
住
民
に
と
っ
て

は
重
大
事
件
。
厚
生
連
が「
存
亡

の
分
岐
点
」
で
あ
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
私
た
ち
の
方
か
ら
地
域
に
も

っ
と
発
信
す
る
必
要
が
あ
る
。

斉
藤
さ
ん
考
案
の
脱
出
ゲ
ー
ム
で
、

労
組
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。今
年
の
K
’s
は
埼
玉
で
開

催
す
る
。
多
く
の
青
年
に
参
加
し

て
欲
し
い
。

女
性
・
助
永
さ
ん（
広
島
）

　
「
母
性
保
護
」
と
平
和
を
重
視

し
て
活
動
、
安
保
法
制
や
食
の
問

題
な
ど
で
ミ
ニ
学
習
を
行
っ
た
。

女
性
集
会
で
は
、
日
本
国
憲
法
の

問
題
を
伊
藤
真
弁
護
士
か
ら
学
ん

だ
。分
科
会
は
、生
理
休
暇
、妊
娠
・

出
産
・
育
児
、
更
年
期
・
介
護
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
討

論
が
出
来
た
。
全
厚
労
は
女
性
の

要
求
を
実
現
す
る
取
り
組
み
を
続

け
て
ほ
し
い
。

看
護
・
久
寿
米
木
さ
ん（
大
分
）

　

15
年
10
月
の
別
府
で
の
幹
部
看

護
師
集
会
に
つ
い
て
、「
看
護
の

原
点
」を
学
び
、年
代
別
分
散
会
で
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
診
療
報

酬
上
の
問
題
も
出
て
い
る
。

育
児
短
時
間
制
度
の

実
態
調
査
に
取
り
組
ん
で

三
重
・
大
谷
代
議
員

　

育
児
短
時
間
制
度
の
取
得
者
が

多
く
、
実
態
調
査
行
い
、
７
病
院

２
７
４
名
の
回
答
を
得
た
。
夜
勤

勤
務
者
が
不
足
し
、
週
４
日
労
働
、

週
30
時
間
の
働
き
方
も
提
案
し
て

い
て
、
52
・
１
％
が
働
き
た
い
と

回
答
。
働
き
方
の
選
択
肢
と
し
て

い
き
た
い
。
全
厚
労
を
支
え
る
分

担
金
を
50
名
増
と
し
た
。

不
当
労
働
行
為
申
立
と

看
護
委
員
会
の
取
組
み

新
潟
・
柳
代
議
員

　

不
当
労
働
行
為
申
立
て
を
県

労
委
に
行
っ
た
。
脱
退
勧
奨
、
支

部
長
の
不
当
配
転
、
新
人
勧
誘

で
の
不
平
等
扱
い
。
第
２
組
合
が

過
半
数
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
、

新
厚
労
の
こ
れ
ま
で
の
協
定
が
事

実
上
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
を
心

配
し
て
い
る
。
看
護
委
員
会
で
は
、

夜
勤
点
検
の
他
、
ミ
ニ
学
習
や
１

０
０
名
の
参
加
で
看
護
師
集
会
を

行
い
、
セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
学

ん
だ
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

不
払
い
残
業
、
協
定
が
守
ら
れ
な

い
実
態
な
ど
を
出
し
、
今
後
は
看

護
部
長
会
と
懇
談
の
予
定
。
サ

ー
ビ
ス
残
業
に
つ
い
て
は
、
ポ
ケ
ッ

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場

づ
く
り
へ
諸
条
件
改
善

広
島
・
高
本
代
議
員

　

育
児
で
辞
め
な
い
で
済
む
よ
う

育
休
３
年
制
度
を
導
入
さ
せ
る
と

と
も
に
、
育
短
者
の
ノ
ー
ワ
ー
ク
ノ

ー
ペ
イ
導
入
に
よ
る
人
件
費
部
分

を
夜
勤
手
当
の
増
額
に
あ
て
さ
せ

た
。
尾
道
支
部
で
は
、
予
備
率
15

％
の
確
認
書
を
盾
に
週
休
３
日
制

の
試
行
を
確
認
し
た
。一時
金
で
は

年
間
協
定
４
・
５
ヶ
月
と
、
過
年

度
分
の
支
給
保
留
分
に
つい
て
の
交

渉
を
行
い
、
高
齢
者
の一
時
金
支

給
率
の
引
き
上
げ
を
勝
ち
取
っ
た
。

薬
剤
師
調
整
手
当
増
額

各
支
部
独
自
の
改
善
も

富
山
・
畠
山
代
議
員

　

固
定
比
率
問
題
等
の
理
由
で
定

期
昇
給
は
確
保
し
な
が
ら
も
暫
定

給
か
ら
の
減
額
措
置
が
続
い
て
い
る
。

一時
金
は
昨
年
同
様
の
支
給
と
な
っ

た
が
、
今
後
計
画
が
達
成
で
き
な

い
な
ら
年
末
一時
金
で
の
減
額
の
意

思
が
示
さ
れ
て
い
る
。
薬
剤
師
調

整
手
当
は
初
任
給
で
２
・
６
万
円

ア
ッ
プ
さ
せ
、
薬
剤
師
支
度
金
の

増
額
や
紹
介
報
奨
金
制
度
の
創
設

が
あ
っ
た
。
呼
出
手
当
で
は
回
数

に
応
じ
て
支
給
さ
せ
る
こ
と
や
、

支
部
交
渉
に
お
い
て
高
岡
で
は
看

護
師
の
白
衣
の
支
給
方
法
の
改
善
、

電
子
カ
ル
テ
・
冷
温
蔵
庫
配
膳
車

の
増
設
、
滑
川
で
は
自
販
機
や
エ
ア

コン
・
照
明
な
ど
で
改
善
が
で
き
た
。

労
働
条
件
変
更
は
労
使

合
意
あ
っ
て
と
運
動

福
島
・
齊
藤
代
議
員

　

白
河
で
の
変
則
２
交
替
の
動
き

地
域
医
療
守
る
課
題
で

住
民
な
ど
と
の
共
同

新
潟
・
大
平
代
議
員

　

地
域
医
療
を
守
る
課
題
。①
長

岡
に
あ
る
栃
尾
郷
診
療
所
・
老

健
と
ち
お
の
16
年
３
月
廃
止
提
案

に
つ
い
て
、
住
民
と
と
も
に
運
動

し
診
療
所
を
長
岡
中
央
綜
合
病

院
の
付
属
ク
リ
ニッ
ク
と
し
て
存
続

す
る
こ
と
が
で
き
、
市
よ
り
運
営

補
助
金
も
予
算
付
け
さ
れ
た
。②

中
条
病
院
の
看
護
師
不
足
で
、
16

年
３
月
で
90
床
の
休
止
提
案
。
介

護
職
の
雇
用
確
保
な
ど
で
、
４
者

懇
談
を
行
い
、
雇
用
確
保
は
、
隣

接
の
中
条
第
二
病
院
で
行
う
。③

10
年
に
指
定
管
理
者
で
受
け
た
水

原
郷
病
院
は
、
15
年
に
新
築
さ
れ
、

阿
賀
野
市
民
病
院
と
な
っ
た
。
良

く
す
る
会
を
結
成
し
、
市
民
対

話
集
会
な
ど
を
行
い
、
８
月
に
は

市
長
と
も
懇
談
し
た
。

全
県
で
の
増
員
署
名

取
り
組
み
を
評
価

茨
城
・
美
野
輪
代
議
員

　

２
点
に
つ
い
て
。
看
護
増
員
署

名
が
全
県
で
取
り
組
ま
れ
た
こ
と

を
評
価
し
た
い
。
16
年
も
新
署
名

を
全
組
織
で
取
り
組
も
う
。
全
厚

労
役
員
に
つ
い
て
、
農
協
改
革
や

改
善
計
画
が
相
次
ぐ
中
、
対
抗
す

る
上
で
も
組
織
強
化
が
必
要
と
考

え
る
。
役
員
交
代
は
そ
れ
に
逆
行

す
る
の
で
は
な
い
か
。
交
替
理
由

と
、
中
執
で
の
議
論
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

各
専
門
部
か
ら

青
年
・
橋
本
さ
ん（
広
島
）

　

学
習
中
心
に
や
っ
て
き
た
。
医

労
連
の
学
習
交
流
集
会
と
セ
ッ
ト

で
青
年
委
員
会
を
開
催
、
三
重
の

い
。
看
護
で
は
均
等
割
２
交
替
の

実
施
に
入
っ
た
。
医
療
の
質
を
担

保
す
る
た
め
夜
勤
協
定
遵
守
が
で

き
な
い
状
況
で
増
員
が
必
要
だ
が
、

暫
定
的
に
専
従
手
当
３
万
円
な
ど

で
な
ん
と
か
対
応
し
て
い
る
。
地

域
医
療
の
継
続
と
安
心
し
て
働
け

る
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

建
築
資
材
費
増
が
壁
に

看
護
署
名
で
は
目
標
超
過

茨
城
・
江
川
代
議
員

　
一時
金
確
保
で
は
、
14
秋
闘
１
・

３
ヶ
月
回
答
の
経
験
か
ら
生
活
給

と
し
て
の
年
間
４
ヶ
月
確
保
に
向

け
、
学
習
・
意
思
統
一
を
行
い
、

２
０
０
名
以
上
の
団
交
で
、
夏
２
・

０
ヶ
月
確
保
。
労
働
条
件
で
は
、

時
間
外
未
請
求
の
実
態
が
あ
り
、

業
務
上
必
要
な
委
員
会
は
時
間
外

取
得
す
る
よ
う
再
通
知
を
出
さ
せ

た
。
パ
ワ
ハラ
対
策
で
は
、
各
支
部

で
学
習
会
を
開
催
し
、
上
司
へ
も

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
人
員

確
保
の
た
め
に
労
使
共
同
で
で
き

る
も
の
に
は
取
り
組
ん
で
い
く
。

16
春
闘
で
は
、
土
浦
の
跡
地
資
産

減
と
新
病
院
の
建
築
費
が
資
材
高

騰
な
ど
に
よ
り
１
０
０
億
の
負
担

増
。
こ
の
９
月
に
理
事
会
役
員
体

制
が
変
わ
り
、
埼
玉
の
こ
と
は
他

人
事
で
は
な
い
。
就
業
規
則
変
更

の
提
案
が
さ
れ
て
い
る
が
「
不
利

益
変
更
認
め
な
い
、
労
使
合
意
な

け
れ
ば
導
入
し
な
い
」を
徹
底
す
る
。

増
員
署
名
で
は
、「
く
ら
し
は
全
て

政
治
の
中
に
あ
る
」
と
３
年
間
取

り
組
み
、
外
へ
向
け
て
の
取
組
み

や
医
者
か
ら
も
協
力
を
得
る
な
ど

し
て
、
１
２
０
％
目
標
達
成
し
た
。

医
師
会
病
院
と
の
統
合

組
合
員
増
や
し
団
結
へ

徳
島
・
椹
口
代
議
員

　

地
味
な
が
ら
着
実
に
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
一
時
金
59
歳
は
支
給

率
30
％
だ
が
、
一
律
年
10
万
円
の

支
給
を
確
保
し
た
。
秋
闘
で
は
住

宅
手
当
を
獲
得
、
医
師
会
病
院
と

の
統
合
で
も
労
組
へ
１
５
４
名
が

加
入
し
た
。
組
合
に
は
主
任
も
含

め
て
加
入
希
望
が
相
次
い
で
お
り
、

団
結
を
深
め
て
い
き
た
い
。

年
間一時
金
４
ヶ
月

確
保
へ
た
た
か
う

長
野
・
清
水
代
議
員

　
一
時
金
で
は
事
業
所
間
格
差
許

さ
な
い
立
場
で
取
り
組
ん
だ
。
計

画
乖
離
に
つ
い
て
は
、
定
昇
削
減

の
提
案
も
出
さ
れ
て
い
た
。
一
時

金
は
計
画
３
・
８
だ
が
、
４
・
０

も
あ
り
得
る
と
の
回
答
で
、
年
末

一時
金
の
た
た
か
い
が
焦
点
と
な
る
。

扶
養
・
配
偶
者
手
当
の
廃
止
も

検
討
さ
れ
て
い
る
。
夜
勤
協
定
遵

守
の
課
題
は
、
女
性
部
が
点
検
し

て
い
る
が
８
日
以
内
夜
勤
は
56
％
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
加
算
が
延
長
さ
れ
た
。

法
令
遵
守
で
取
り
組
み

老
朽
化
対
策
も
課
題

静
岡
・
西
川
代
議
員

　

数
年
厳
し
い
状
況
で
、
計
画
以

下
の一時
金
支
給
。
こ
れ
ま
で
は
Ｊ

Ａ
の
補
助
が
あ
り
、
計
画
以
上
に

支
給
で
き
た
が
、
年
度
末
で
も
事

業
所
間
格
差
の
問
題
が
あ
る
。
負

担
軽
減
で
は
、
静
岡
は
10
万
人
当

た
り
の
医
者
数
42
位
、
看
護
師
38

位
と
低
い
中
で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
重
視
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
建

物
の
老
朽
化
も
問
題
。
築
50
年
以

上
の
病
院
も
あ
り
、
職
員
の
安
全

に
関
わ
る
問
題
と
し
て
取
り
組
む
。

労
働
者
代
表
選
挙
経
て

統一労
働
協
約
を
締
結

神
奈
川
・
大
塚
代
議
員

　

36
協
定
に
つ
い
て
。
相
模
原
で

本
音
で
話
し
合
え
た
。
現
場
の
状

況
は
大
変
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工

夫
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
年

の
10
月
は
川
嶋
み
ど
り
先
生
を
呼

ん
で
、
学
ぶ
予
定
な
の
で
、
多
く

の
幹
部
と
看
護
師
に
参
加
し
て
欲

し
い
。

医
療
研
・
岡
野
さ
ん（
三
重
）

　

住
民
参
加
の
運
動
を
考
え
る
の

が
医
療
研
集
会
。
今
年
は
埼
玉
で
、

病
院
Ｍ
＆
Ａ
に
つ
い
て
や
住
民
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

平
和
・
片
田
さ
ん（
静
岡
）

　

今
年
度
は
御
殿
場
で
の
日
本
平

和
大
会
、
焼
津
の
ビ
キ
ニ
デ
ー
、

広
島
の
世
界
大
会
に
参
加
し
て
き

た
。
安
保
法
制
の
問
題
点
や
核
兵

器
廃
絶
の
国
際
的
な
動
き
を
知
っ

て
、
平
和
の
大
切
さ
を
し
み
じ
み

と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
取

り
組
み
を
強
め
た
い
。

　９月６日、永田町の星陵会館で日本医労連国際シンポジウムが行
われ、全厚労も参加しました。開会あいさつで、国際労働機関
（ILO）医療専門官のクリスチャンヌ・ウィスコー氏は、「質の高い労
働には、ディーセントな労働が必要」と、ディーセントワークの重
要性を訴え、さらに「ワークライフバランスを確立させることは複
雑なことであるが、最も重要なことである」とし、仕事と生活の調
和をとるための勤務体制が必要だと話されました。
　次に、シンポジストとして、オーストラリア看護師助産師連合、
フランス労働総同盟、韓国保健医療労組、日本医労連の代表者が各
国の看護師の労働実態を報告しました。報告を受けて分かったことは、
どの国も同じ問題を抱えているということです。もちろん国によっ
て違いはありますが、人員不足や残業で過酷な労働となり患者さん
を看護しながら自分自身の体を壊してしまうことや、看護師の賃金
がほかの職と比べ低いのは「女性の仕事」であるという歴史的な背
景があることなど、共通の問題点が浮き彫りとなりました。また夜
勤の労働基準や交代制についての各国さまざまな法律や制度につい
てシンポジストと参加者の活発な意見交換も行われました。（詳細は
医療労働者1654号に掲載されます）
　今回のシンポジウムは、各国で命に直結する医療や保健分野まで
営利化を狙う企業や、社会保障分野の国庫負担を減らすための政府
の攻撃が強まる中で開催され、４カ国が国際的に連帯していくこと
の必要性を強く認識する機会となりました。

15年ぶりに医労連が国際シンポ15年ぶりに医労連が国際シンポ15年ぶりに医労連が国際シンポ
夜勤規制は国際的課題

特別
報告

２
病
院
の
民
間
譲
渡
を
め
ぐ
っ
て

２
病
院
の
民
間
譲
渡
を
め
ぐ
っ
て

埼
厚
労
書
記
長
　
小
野
寺
誠

フランスの55歳定年退職要求について質問する富永みち子さん（広厚労）

大会を支えてくれた山厚労のみなさん

　
大
会
で
は
、
５
つ
の
専
門
部
と
12
県
か
ら
計
22
本
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
発
言
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
（
発
言
順
）。

埼玉の現状報告をする
鈴木さん

（3） 2016年９月20日 第439号全 厚 労 ニ ュ ー ス （2）2016年９月20日 第439号全 厚 労 ニ ュ ー ス



当
選
者
（
読
者
の
声
掲
載
者
含
む
）
10
名
様
に
図
書
（
ク
オ
）
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す

答
え
と
本
紙
の
感
想
な
ど
を
添
え
て
下
記
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
の
結
果
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
７
月
号
の
答
え
：
ネ
ッ
タ
イ
ヤ
）

締め切り：２０１６年10月末日　消印有効
あて先：〒110－0013　東京都台東区入谷１－９－５－６F　全厚労　ニュース係

各県・現場で運動に、趣味に、
仕事に頑張る人々を紹介するコ
ーナーです。
第113回は秋田と山口にお願い
しました。

頑張る仲間

　山口県山口市の小郡第一総合病院で活躍する山
厚労中央執行委員の横峯弘隆さん（視能訓練士）
を紹介します。今年入職6年目の横峰さんは仕事
もプライベートも完璧にこなすスーパーマン！！
職場では、患者様に誠実に向き合い、「見ること」
「見えること」への喜びを伝えるべく、日々奮闘
しています。どんな時でも笑顔の対応で、彼の疲
れた顔は見たことがありません。プライベートで
は自転車（ロードバイク）を趣味にもたれていま
す。山口県の観光地としては「秋吉台」がよく知
られていますが、横峯さんは休日の早朝にトレー
ニングの一環で、自宅から秋吉台までサイクリングされるそうです。往復
60ｋｍ…です。なにかの集会で見かけたら、声をかけて下さい。鍛えら
れた下半身と、人柄がにじみ出た笑顔で答えてくれますよ！！

　北秋支部の薬剤師２年目、石川孝仁です。
　北秋田市民病院の薬剤科は、わきあいあい助け合っ
て働いています。休みも相談して取れるので、職場の
皆さんに感謝です。まだ何も分かりませんが、まずは
勉強・参加するところからと思い、最近では支部のビ
ール会、新年会、定期大会、夜勤改善・増員要求の街
頭署名（なかなか集まらず難しかったです）、球技大
会、ウィンターフェスタ、定期大会に参加しました。
　趣味は旅行で、秋田県内をはじめ遠くは九州まで行
きます。各地のおいしいものを食べ、名所を見てみた

くて出かけています。旅行した回数は、４月から数えて既に８回！直前に
計画を立て、宿も決めずに出かけたりもします。一番印象に残っているの
は、徳島県で体験した阿波踊りと、「阿波尾鶏」の焼き鳥です。いつかは
日本一周したいです。
　先日、新しく支部の中央委員になりました。先輩から学びながら、職場
の人が働きやすい環境づくりをお手伝いしたいと思います。

山口　横峯弘隆さん

秋田　石川孝仁さん

　

７
月
号
に
労
働
学
校
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
執
行
部
の
方
々
は
、
労

働
条
件
、
賃
金
ア
ッ
プ
交
渉
、
組
織
の
維

持
・
拡
大
、
組
合
員
へ
の
教
育
宣
伝
、
そ

し
て
次
世
代
の
育
成
と
様
々
な
こ
と
に
責

任
を
持
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働

学
校
は
ま
さ
に
次
世
代
の
育
成
で
あ
り
興

味
深
く
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。（
富
山
）

――
私
も
青
年
の
頃
、
労
働
学
校
に
参
加

し
、
模
擬
団
交
を
体
験
し
た
事
を

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
自
分

が
そ
の
立
場
に
な
り
、
交
渉
の
大
変

さ
を
身
に
染
み
て
い
ま
す
。〝
次
世

代
に
つ
な
げ
て
い
く
〞大
事
で
す
ね
。

（
Ｓ
Ｎ
）

　

労
働
学
校
で
団
体
交
渉
の
進
め
か
た
の

記
事
が
と
っ
て
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

団
体
交
渉
の
場
に
行
く
こ
と
は
な
い
で
す

が
各
団
体
の
交
渉
の
仕
方
な
ど
興
味
が
あ

り
ま
す
。
交
渉
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使
用
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。                        

（
北
海
道
）

――
お
買
い
物
に
行
く
と
店
員
さ
ん
が
交

渉
テ
ク
ニッ
ク
を
使
っ
て
い
た
り
し
ま

す
。
も
し
か
し
た
ら
日
常
生
活
で
も

使
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。（
Ｋ
Ｔ
）

　

団
体
交
渉
の
記
事
が
特
に
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す
。
普
段
は
、
組
合
と
経
営
側
の

要
求
と
回
答
結
果
だ
け
気
に
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
裏
で
は
交
渉
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使

っ
た
い
ろ
い
ろ
な
駆
け
引
き
が
あ
り
、
苦

労
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
本

当
に
お
疲
れ
様
で
す
。              

（
長
野
）

――
是
非
と
も
団
体
交
渉
で
交
渉
テ
ク
ニ

ッ
ク
を
使
っ
て
要
求
を
勝
ち
取
っ
て
く

だ
さ
い
。                      （
Ｙ
Ｎ
）

　

労
働
学
校
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
労
働
組
合
を
支
え
て
く
れ
る

若
い
人
材
に
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
も
ら
っ

て
、
よ
り
よ
く
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。                                 

（
富
山
）

――
次
世
代
の
育
成
は
、
と
て
も
重
要
で

す
よ
ね
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
経
験
、

実
践
し
て
私
た
ち
の
厚
生
連
医
療
を

守
って
い
き
た
い
で
す
ね
。
私
も
若
い

世
代
に
負
け
な
い
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。              　
（
Ｋ
Ｈ
）

　

働
く
者
と
し
て
の
組
合
の
権
利
や
法
律

は
し
っ
か
り
と
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
な

ん
だ
と
知
り
ま
し
た
。
知
ら
な
い
と
こ
ろ

で
組
合
員
の
方
々
が
よ
り
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
を
し
て
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。                     　
（
福
島
）

――
自
分
た
ち
の
生
活
と
権
利
を
守
る
の

は
組
合
で
す
よ
ね
。
組
合
員
一
人
ひ

と
り
が
組
合
員
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
執
行
部
を
支
え
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。  （
Ｍ
Ｋ
）

　

広
厚
労
の
ご
厚
意
に
よ
り
初
の
夜
勤
体

験
！
を
読
み
ま
し
た
今
ま
で
夜
勤
の
大
変

さ
や
内
容
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
記
事

を
読
み
、
夜
勤
の
大
変
さ
や
チ
ー
ム
で
お

互
い
の
業
務
を
助
け
合
い
つ
つ
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
と
て
も

良
い
体
験
記
事
で
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

（
徳
島
）

―
―
他
の
職
場
や
仕
事
を
知
る
こ
と
で
、

自
分
の
職
場
の
環
境
や
働
き
方
を
客

観
的
に
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な

り
ま
す
。
私
も
様
々
な
職
場
を
知
っ

て
い
き
な
が
ら
、
勉
強
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
う
日
々
で
す
。   （
Ｏ
Ｋ
）

　平成25年10月に
1200ccのオートバ
イに乗車中、信号が
青になり走り出した
瞬間、後ろの車に追
突され、はずみで前
の車にも追突する3
台玉突き事故に遭い
ました。頸椎と腰椎
にケガしましたが、
幸いにも入院はせ
ず、通院治療中ですが、仕事はリハビリなので、患者さ
んを介助したり、運動したりは疼痛のため出来ず、やむ
なく仕事を休ませていただきました。医労連共済に加入
していて休業給付がトータル44日も受け取ることがで
き、ほんとに、ほんとに助かりました。医労連共済に加
入していて良かったです。感謝の気持ちでいっぱいです。
　（医労連共済に届いた全厚労組合員さんからの声）

オススメ！医労連共済オススメ！医労連共済
入院せずとも休業給付44日！入院せずとも休業給付44日！

スマホからの
クロスワードパズルへの
応募も募集しています。

（4）2016年９月20日 第439号全 厚 労 ニ ュ ー ス


